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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 
  

取組目標 成果目標 
自己

評価 
関係者 
評 価 

意見 

ア 
確かな学力の

育成 

・「授業に意欲的に取り組

んでいる」と答える生

徒 85%以上 

・「授業に満足している」

と答える生徒 80%以上 

・「毎日家庭学習に取り組

んでいる」と答える生

徒 70％以上 

Ｂ 

Ｂ 

授業に真摯に向かい合う態度が感
じ取られた。 

生徒も教師も集中して授業が進め
られていた。さらに、先生による資
料の提示やグループワーク等工夫が
なされ、生徒の学びの意欲が長続き
できるような手立てがなされていて
感心した。先生方の事前準備の周到
ぶりが窺えた。 

先生方の授業のやりかたに工夫が
みられる。生徒も真面目に授業に取
り組んでいる様子がある。 

生徒と対話した際、疑問点などを
当方に伝わるように説明する能力が
優れ、探求する気持ちは大きく、授
業等に対する不満もない。 

アの取組目標「確かな学力の育
成」に必要なものは「授業への意
欲」と「満足できる授業の提供」の
高いバランスによる効果的なインプ
ットと、「反復の家庭学習」による
定着である。これを促進する要因と
して「進路への明確な思い」があ
り、学力育成の基礎要因として「読
書」の効用は少なくない。 

以上より、課題は「復習をして学
習内容の定着に努めている」生徒が
極めて少なく、「進路実現のための
努力をしている」生徒がやや少ない
こと。探究教育がクローズアップさ
れることで基礎学習が相対的に軽視
されるということはないと思うが、
「進路実現のための努力」として基
礎学力は重要という指摘もある。な
ぜ学ぶのかという内発的動因を的確
に刺激する方策を引き続き検討・実
践してほしい。 

家庭学習は、その意義や必要性・
方法等、生徒一人一人に即した支
援・指導が必要と感じる。 

家庭学習という位置づけについて
は、議論があったとおり、今後考察
が必要。場合によっては放課後補習
を私学高校のように外部の学習塾と
の提携なども取り入れるなど、生徒
および保護者目線での効率化に取り
組めば、学校選択の際の大きな武器
にできると考える。 

学びの習慣の定着については、ま
だ伸び代がある。 

・「進路実現のための努力

をしている」と答える

生徒 80%以上 

・新しい大学入試に対応

した指導の実施（授

業・検定・進路課外

等） 

・進路課外等の計画的実    

 施 

Ａ 

・月末読書量統計をと

り、読書の推進を図

る。 

・年間７冊（11 月末６

冊）以上の生徒 80％以

上 

Ｂ 

・(観点別評価)学校とし

て、教科としての統一

を図る。 

Ａ 
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家庭学習の定義がはっきりしてい
ない。５教科を学ぶことか、自己実
現に向けてか？自己実現に向けて学
ぶことも家庭学習として定義づけて
ほしい。 

ゲーム感覚で記録が残るような学
べるシステムがＨＰにあると面白
い。ロータリークラブにはラーニン
グセンターがある。 
 

色々な入試方法があり、昔の国立
一期校、2期校、公立校、私立校と
いう単純な制度ではなく、複雑な制
度を理解し、生徒に適切な進路指導
を行っている。早期の試験にチャレ
ンジし生徒に多くのチャンスを紹介
している。 

進路指導は、大学入試の多様化が
激しく、十分に対応できているのか
不安がある。特に私学入試は 11 月
入試もあり、志望校に早めの対応を
すれば実力以上の大学への入学も可
能なのでもっと積極的に情報入手や
研究をすべき。 
 

読書への取り組みは、ビブリオバ
トルや近隣書店とのコラボなど、本
をもっと近しいものにする取り組み
をしたらどうか。 

オーディオブックも読書したと認
めてほしい。見えない障害としてデ
ィスレキシアがあるから全員が公平
に学べるようにしてほしい。 

 
教員の授業力

向上 

・チャレンジ授業一人年

間１回以上、授業見学

（他教科も含め）２回

以上 

・Find アクティブラーナ

ー視聴回数増加、研修

の実施 

Ｂ Ａ 

参観した授業では、課題把握のた
めのプレゼンやグループワーク等の
先生方の意図や事前準備等の工夫が
十分感じ取ることができた。 

ICT や能動的な授業の工夫など授
業力向上の努力が見てとれた。 

先生が授業を教科書に書かれた内
容だけを教えるのではなく、非常に
迫力のある授業を行っていた。英語
の授業の LL 教室で ALT を囲んで生
きた英語の授業を行っていた。生徒
が意欲的に授業に取り組んでいた。 

若手教員の ICT の取り組みは他校
と比較して相対的に評価できる。ベ
テランの先生方にはその経験を上手
く活かしていただきたい。 

教員の皆さんは授業力向上に努力
されているが、それぞれの知恵や知
見を共有し、積極的な省力化や生産
的な相互刺激となれば良い。 
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イ 

「時を守り、

場を清め、礼

を正す」指導

と規範意識の

醸成 

・各学年初期・中期指導 6

時間以上 

・学年集会の開催年間8回

以上、集会時の遅刻 0% 

・時間を管理し、４点固

定の中の家庭学習の開

始時間を守ることがで

きたと答える生徒 80%以

上 

Ｂ 

Ｂ 

校舎内外とも十分に整備され、い

つ訪問しても気持ちが良い。特に、

駐輪場はいつも感心する。 

正門・玄関・廊下・階段の踊り場

等に何らかの潤い（その場で会話が

はずみ、笑顔が出るようなもの）が

あるとよい。 

生徒の挨拶は、笑顔で大変良い。 

礼儀正しい挨拶や立ち止まっての

笑顔の挨拶など、気持ちが伝わる生

徒さんの姿勢を感じる。 

登下校時の生徒によく合うが、自

転車通学の生徒たちは交通ルールを

守っており、常日頃の指導が行き届

いていると思う。 

「時を守り、場を清め、礼を正

す」という規範意識の醸成を掲げる

上で、評価項目がこれでいいのか疑

問がある。この規範意識の必要性や

実践について、生徒自身に繰り返し

問う手法がさまざまあるが、それを

自ら考えさせていくことが、自己修

練にもなり、また自己分析と自己目

標の設定につながるのではないか。

交通マナーの意識向上などについて

も、人に強制されるのではなく自ら

考えて実践させる導きが必要ではな

いか。 

家庭学習に関する時間管理につい

て指導の工夫が求められる。 

手帳の活用は手段であり目的では

ない。時間管理の定着という目的の

必要性を自分事として理解したうえ

で、効果的な手段として納得させる

ことが不可欠ではないか。丁寧な対

応を図るには時間をはじめ様々なコ

ストが生じるため、どのレベルで取

り組むか判断する必要がある。 

自転車に乗ると周りが見えなくな

る時があるのではないか。交通事

故、命の大事さなどを考える時間、

話し合いが必要ではないか。 

交通ルール・マナーは、個人の安

全意識とともに浜北西高生としての

矜持を育む観点など効果的なアポロ

ーチを検討してほしい。 

・整備委員会の活動年間

５回以上 

・清掃用具点検年間３回

以上 

Ａ 

・「自らすすんで挨拶がで

きる」「交通ルール・マ

ナーを守る」と答える

生徒 90%以上 

Ｂ 
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ウ 
体系的・探究

的なキャリア

教育の実施 

・「進路指導を含めたキャ

リア教育（総合的な探

究の時間）が充実して

いる」と答える生徒 90%

以上 

Ｂ 

Ａ 

学びの新しい視点（総合的な探究
の時間）で、生徒の自己啓発の場に
なっていると感じる。 

高大連携や卒業生を中心にした外
部講師の招聘、地域の企業・施設で
の実践など評価できる。 

本年度の探究学習の様子から、将
来に繋がるキャリア教育に力を入れ
ていることが見て取れた。 

客観的に積極的な取組みと成果が
認められるが、満足することなく次
につなげていく姿勢が良い。 

探求の時間で生徒と接し、生徒達
が、今後海外で活躍したいという明
確な考えを持っていることに感心し
た。生徒は学ぶ目的をもって学校生
活を送っていると感じた。 

欲をいえば、生徒が小さくまとま
りがちなので、もっとやれるという
野心を植え付けることが、浜北西高
の生徒には必要だと感じる。 

社会環境に合わせたアップデート
や地域資源の有効活用という観点で
さらに充実させていってほしい。具
体的には難しいが、進路先に満足し
ていない生徒へのフォローや要因分
析も考えられる。 

・卒業前アンケートで

「決定した進路先に満

足している」と答える

生徒 90%以上 

Ａ 

  

エ 
国際理解教育

の推進 

・相互のプレゼンテーシ

ョンを３回以上実施す

る。 

・浜北国際交流協会等と

の連携 

Ａ 

Ａ 

自分とは違う異質な人物との交流
は、若い高校生にとって良い刺激な
ので今後も推進してほしい。 

留学生とのコミュニケーションが
いい雰囲気でとれており素晴らしい。 

国際理解教育は実績も素晴らし
く、対外的にアピール力のある特色
のひとつである。 

浜北国際交流協会との連携によ
り、生きた実践が行われている。 

コロナで 4年中断していたタイ国
よりの短期留学が再開され、槇の葉
祭でのタイ国教室に多くの生徒が訪
れ、英語での交流ができていた。多
くの生徒がタイ国に興味を持ち、最
初に意思の疎通ができることが大事
だと理解したと思う。 

今は様々な ITツールでつながれ
る時代。IT ツールのさらなる活用
を。 

浜松は全国有数の多文化共生都市
なので、インドなどリアルな交流の
チャンスをもっと増やすべき。 

アメリカの大統領も変わり、世界
情勢の変化が予想されるので、国際
について学ぶ必要はますます高まる
のではないか。 

与えられた国際交流で終わること
なく、各生徒の中で国際理解の意識
が育まれると良いと思う。 

・オンラインでの交流３

回以上実施 
Ａ 
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オ 

大学や企業・

地域・保護者

等との連携や

協働活動、貢

献活動、広報

活動 

（探究の時間

を含む） 

・県大会出場 10 部活以上 

・１部活１地域交流活動

（地域貢献活動・協

働・連携等）の実施 

・校内への普及体制（窓

口）の確立  

Ａ 

Ａ 

吹奏楽部がフラワーパークで地域

交流の活動を行っていた。多くの地

域住民の方が熱心に見学をしてい

た。またキタニシカのマスコットに

人気が集まっていた。 

部活動については不満がある。ま

た保護者や地域からも不満の声を聞

く。これは、せっかく恵まれた環境

にありながら、学校としての取り組

みの甘さ、本気度の不足が原因と感

じる。かつてできていたことがいま

できていないということはいいわけ

ができない。もっと指導者の外部招

聘や若手の育成などについて、教育

委員会と十分話し合って拡充につと

めるべき。「部活動の目玉」がない

のでは、中堅公立校としては存亡に

関わることである。かつて強豪であ

った、野球、柔道、弓道、女子バレ

ー、テニス、吹奏楽など、「浜北西

の部活に入りたいから」という選択

をしてもらわないと。ここが改善さ

れねば、せっかく校地が広く恵まれ

た環境なので、できなければ今後の

施設改善や人気度にも関わるので、

統廃合の対象になるのではと感じ

る。現在の取り組みに大いに不満。 
 

防災教育は、もっと地域特性や高

校生が戦力としてできることなどを

掘り下げて研究すべき。 

コロナ前まで、浜北西高は PTA 活

動、後援会活動が盛んであったが、

いまそれが失われている。これも大

いに不満。せっかく長年培ってきた

風土と活力をむざむざ使わないのは

残念至極。 
 

探究はとても素晴らしい。学生が

じっくり取り組み、先生方や私たち

も助言できる体制も欲しい。 

探求授業などは高く評価したい。 

キャリア教育も定評がある。 

生徒との交流で感じたのは、意欲

である。生徒達は明らかに何かのき

っかけがあれば、自ら求める先に探

究の道に進むことがきるのではとい

う明るい希望を持てた。 

 

探究の時間は、スパンの長いねら

いがあると思っている。従って、探

究の時間を１年間やったから何かの

力がついたとは早計に結論づけられ

ない。 
 

・各委員会の開催年５回

以上 

・生徒による具体的活動

の実施 

Ａ 

・連携した防災教育の機

会２回以上、地域防災

リーダー育成と防災訓

練の見直し 

・保護者・地域の方の来

校者の増加 

Ａ 

・連携したキャリア教育

の機会３回以上 
Ａ 

・連携又は協働した安全

教育の機会１回以上 
Ａ 

・探究検討委員会を毎月

開催 

・３年生の進路を意識し

た探究活動の構築 

・３年間の流れを検証・

修正していく。 

Ｂ 

・HP 更新月４回以上、学

校便り（あらたまだよ

り）等の作成やＳＮＳ

の利用で広報活動を充

実させる。 

・中学生向け学校紹介動

画をリニューアルす

る。 

Ａ 
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ホームページも頻回に更新されて

いる様子で、今の音楽や、動画もと

りいれて明るく見やすい。ますます

の情報発信を期待する。 

ＳＮＳによる発信など含め、地域

社会など外部との連携を取りながら

積極的に活動を行っている。 

ＳＮＳの活用は改善が進んでいる

が、保護者アンケートの評価はまだ

十分ではない。ただ、前年比較では

向上しているので、引き続き充実を

図っていってほしい。 

部活動はもっとＳＮＳで、どのよ

うなカリキュラムと理念で活動して

いるかを発信すれば、優秀な人材を

引き入れられる。大半の中学生が部

活動ベースで選ぶので、学校のため

になる。 
  

カ 
業務改善の推

進 

・各学年・分掌、運営委

員会等で意見の集約を

図る。 

Ａ 

Ａ 

日常では見えない、見えにくい条
件整備も良い学校の大切な要素だと
思う。 

ＤＸによる業務改善がなされてい
る点が高く評価できる。 

本年度の目標であった校務のＤＸ
が非常によく推進されていた。 

自分自身の体験を踏まえて、ＤＸ
やＡＩの活用効果は非常に大きいと
感じている。特に、職場で採用して
いるＡＩで、文書の要点整理や調査
の分析などが効率的に実施できてい
る。それぞれの環境や用途があるの
で一概に言えないが、課題と手段が
うまく合致すれば大きな可能性が広
がると思う。 

学校事務や技能員の仕事や頑張り
を生徒にはもちろんのこと、保護者
や地域の人々にも知ってもらう必要
があるかと思う。 

先生方の情報把握があまりできて
いないため、評価がしにくい。計画
的な業務計画の推進は責任者は誰が
おこなっておられるのか、また学校
運営予算運用は委員会などがあるの
か、それの決定はとりきめがあるの
かなどは訊きたい。 

・部活動計画表の作成

（年間及び月間）、提出 

・各部活動、年間 80 日以

上の休養日の設定を心

掛ける。  

Ｂ 

・学校メールや Google カ

レンダーを積極的に活

用し、校務の DX を推進

する。 

Ａ 

・計画的な業務計画の推  

 進 

・学校経営予算運用の効

率化 

・業務分担の明確化 

Ａ 

 


